
様式6の1（定例会議）

議事概要

（１）総括表について
（２）入札契約方式別発注案件一覧表について
（３）抽出案件に関する入札経緯等について
（４）指名停止等の運用状況一覧表について
（５）談合情報対応状況一覧表について

10件

内
訳

対象案件 抽出案件

一般競争入札 15件 3件

指名競争入札 25件 6件

随意契約 1件 1件

亀岡市入札監視委員会　議事概要

開催日時及び場所
令和5年1月24日（火）
午前10時から正午
亀岡市役所4階 入札室

出席委員氏名（職業）
委員（委員長代理）村田　淑子（京都先端科学大学経済経営学部教授）
委員 　 古林　峰夫（学識経験者）

対象期間 令和5年4月1日 ～ 令和5年9月30日

対象件数 41件

抽出案件

委員からの意見・質問と
それに対する回答等

(1)総括表について
 
・特になし

(2)入札契約方式別発注案件一覧表に
ついて
 
・特になし

(3)抽出案件に関する入札経緯等につ
いて

・入札参加資格で、各技術者の内容が
出てくるが、共同企業体であれば、代
表者と構成員からその工事現場に配置
しなけらばならないのか。

・今回の案件は、共同企業体を組むこ
ととしており、代表者と構成員から各
１名ずつ技術者を配置して頂くことに
なる。

意見・質問 回　答　等



・今回、指名業者数が45社であるが、
通常は10社ぐらいか。

・舗装については、一般競争入札を
行っている。今回、単価契約であるこ
とから45社を指名した。

・単価契約の落札率が異常な数値であ
る。最終出来形はどれくらいの規模に
なるのか。

・毎年の予算による。

・受注金額制限については、市が実施
する令和4年4月1日以降に発注した土
木一式工事、建築一式工事、水道施設
工事における受注総計額が1億円を超
える場合は、入札に参加することがで
きないとしている。

・予定価格に対する質問はどのような
ものか。

・市の積算で採用している単価の確認
や積算内訳の諸雑費の考え方の確認で
あった。

・落札者以外のすべてが基本的に予定
価格を上回っている。この頃特に、建
築資材等が高騰しているとお聞きす
る。発注者側も市場の変動を十分考え
ながら発注して頂きたい。

・亀岡市水道施設等の事故に関する協
定はどのようなものか。

・災害や事故等により水道施設が被災
した場合に緊急対応して頂けるよう業
者と取り決めを行っている協定であ
る。

・水道施設工事B等級で協定を結んで
いる業者は何社いるのか。

・8社となっている。

・入札参加資格において、受注金額が
1億円を超える場合はどのように考え
るのか。

意見・質問 回　答　等

委員からの意見・質問と
それに対する回答等

・下請を使う場合は、監理技術者をも
う一人配置となるのか。

・下請金額の合計が4,000万円以上と
なる場合は、監理技術者の配置が必要
であり、代表者の方から配置して頂
く。

・辞退業者が多い。ある程度の競争性
と経営的に考えて、単価契約であって
も最低制限価格を設けるべきである。
毎年の予算に応じての対応であると思
うが、単体の工事よりも大きな規模と
成りえる。適正な価格を設定する必要
と考える。

・災害復旧工事の辞退が多いのは想定
内であるのか。

・辞退理由は分からないが、辞退が多
い。



・特になし

・この未受領は、何も反応しなかった
のか。

・そうである。案内はしているが、入
札に参加していない状況である。

・確認であるが、亀岡市に入札参加登
録がある業者か。

・登録がある業者である。

意見・質問 回　答　等

(4)指名停止等の運用状況一覧表につ
いて

・未受領の場合はペナルティがあるの
か。

・今回、機械器具設置工事の市外業者
で、専門的なところがあることから本
案件はペナルティは設けていない。

委員からの意見・質問と
それに対する回答等

・市内業者としてか。 ・所在地が市外であるため、市外業者
として登録になる。

・市外業者登録も受付できるのか。 ・市外業者も受付できる。

(5)談合情報対応状況一覧表について


